
平成28年9月15日現在 

 

 

別記様式 1 

主専攻プログラム詳述書 

開設学部（学科）名〔 総合科学部（総合科学科） 〕 

プログラムの名称（和文） 

         

（英文） 

総合科学プログラム 

 Integrated Arts and Sciences 

１． 取得できる学位 学士（総合科学） 

２． 概要 

  創設以来，一学科体制を堅持する総合科学部では，学際性，総合性，創造性を基本理念とした「総合科 

学プログラム」を提供しています。本プログラムが提示する到達目標（後述）を実現するために，以下に

示す内容の教育を行います。 

・ 既存の学問体系を尊重しながら，複数の学問領域で創出された知識や研究法を学ぶと同時に，それ

ぞれの領域が現代の諸問題とどのように関連しているのかを理解できる教育を実施します。 

・ 複雑で多岐にわたる知識や情報の収集整理と分析統合を通して，それらの持つ新たな意味や価値を

みいだす能力を育成する教育を実施します。 

・ 多角的な視野からの知識に基づき，さまざまな課題を総合的に解決し，自己の責任において判断し，

行動できる態度を育成する教育を実施します。 

・ 日本語と外国語の表現力・理解力および豊かな感性を涵養し，異文化・異領域の人びとに対するコ

ミュニケーションやプレゼンテーションの能力を育成する教育を実施します。 

 

以上の教育内容の実践を目指す本プログラムでは，教養教育と専門教育を連続的かつ一体的に捉えてい

ることに特徴があります。１年次には，教養教育科目とともに，本プログラムの専門教育科目である「総

合科学へのいざない」「総合科学概論」を履修し，総合科学的発想のもとで問題の発見と解決に向けた探究

の基本姿勢を育みます。学問を体系的に学ぶために，３つの「教育領域（人間探究領域，自然探究領域，

社会探究領域）」が，またそれぞれの教育領域内には「授業科目群」が設置されています。教育領域および

授業科目群は独立したものではなく，相互に連関する総合科学学術ネットワーク（添付図参照）を構成し

ています。 

学生は２年次に１つの教育領域を選択し，その教育領域内の授業科目群を中心に学習を進め専門性を深

めます。同時に，他の教育領域の授業科目も履修することで，学際的・総合的な知識や方法論，視座を修

得します。授業科目群選択の自由度は大きく，学際性・総合性に重点を置くこともできれば，専門性に重

点を置くこともできます。教育領域内の授業科目群とは別に，「学際科目」および「専門共通科目」があり

ます。学際科目では，自分が学んでいる専門領域がどのような学際的研究テーマに発展し得るのかを学び

ます。また，専門共通科目では，実践的外国語運用能力を高めるとともに，科学リテラシーや研究倫理に

ついての理解を深めます。 

卒業後は，本プログラムで修得した総合的知見と思考力をセールス・ポイントに，多様な分野で活躍で

きる人材として，実社会あるいは大学院へ送り出します。また，本プログラムでは，高等学校教諭一種免

許状（地理歴史，公民，数学，理科，外国語（英語））を取得しようとする者にも配慮が施されています。 

 

平成２８年度入学生対象 
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３． ディプロマポリシー（学位授与の方針・プログラムの到達目標） 

・ 複数の学問分野にまたがる学際的な領域や，既存の枠組みを超えた新領域の学問に対する関心を基

盤に現代社会をリードすることができる。  

・ 深い思考と独創的な視点，豊かな想像力を基盤に，新しい学問分野の創造を目指すことができる。  

・ 常に活発な学問的関心を抱き，総合的な視点から新しい状況・環境に対応できる。  

・ 異文化・異領域への共感と理解を深めると同時に，自己の見解を説得的に主張することにより，国

際社会で活躍できる。 

４． カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

・ 既存の学問体系を尊重しながら，複数の学問領域で創出された知識や研究法を学ぶと同時に，それ

ぞれの領域が現代の諸問題とどのように関連しているのかを理解できる教育を行います。  

・ 複雑で多岐にわたる知識や情報の収集整理と分析統合を通して，それらの持つ新たな意味や価値を

みいだす能力を育成する教育を行います。  

・ 多角的な視野からの知識に基づき，さまざまな課題を総合的に解決し，自己の責任において判断し，

行動できる態度を育成する教育を行います。  

・ 日本語と外国語の表現力・理解力および豊かな感性を涵養し，異文化・異領域の人びとに対するコ

ミュニケーションやプレゼンテーションの能力を育成する教育を行います。 

５． 開始時期・受入条件  

 プログラムは，入学とともに開始されます。総合科学部では，入学試験は文科系科目と理科系科目に分

かれていますが，どちらの科目で入学しても，入学後の単位の修得および教育領域選択に，影響はありま

せん。教養教育科目履修にあたっては，自分の学習内容の方向性をみすえた履修計画を立案することを，

学生ひとりひとりに強く望みます。 

６． 取得可能な資格  

高等学校教諭一種免許状（地理歴史，公民，数学，理科，外国語（英語）） 

７． 授業科目及び授業内容 

※授業科目は，別紙１の履修表を参照すること。 

※授業内容は，各年度に公開されるシラバスを参照すること。 

８．学習の成果 

※別紙２の評価項目と評価基準との関係を参照すること。 

※別紙３の評価項目と授業科目との関係を参照すること。 

※別紙４のカリキュラムマップを参照すること。 

９．卒業論文（卒業研究）(位置づけ，配属方法，時期等) 

１）特別研究の着手の条件 

３年次後期終了時点で，「総合科学へのいざない」及び「総合科学概論」を含む約１００単位以上（教職

に関する科目，インターンシップ及び同和教育の授業科目を除く。）を修得している必要があります。 

２）指導教員の決定方法と決定時期 

・ 指導教員は，主指導教員と副指導教員（複数名）からなります。 

・ 学生は，原則として自分が選択した教育領域に所属している教員の中から(別紙５参照)，主指導教員

を選びます。 
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・ 学生は，主指導教員を決定するために，３年次の７月～１０月に所属する教育領域の中で，主指導

教員を希望する教員を複数名訪問した上で，「特別研究指導教員決定に係る面談報告書」を作成し，

チューターに提出します。 

・ 学生は，面談報告書に基づき，３年次チューターと相談の上，「特別研究主指導教員希望届」を作成

し，１１月３０日までに，学生支援グループに提出します。１２月２６日までに主指導教員決定通

知を掲示にて発表します。主指導教員を変更する場合は，３年次の３月１０日までに「特別研究主

指導教員変更希望届」を学生支援グループに提出します。 

３）特別研究開始時期 

・ 原則として，指導教員決定後に研究に着手します。 

・ 学生が希望すれば，３年次の８月１日以降に仮指導教員を決定し，早期に研究に着手することがで

きます。なお，そのためには，２年次後期終了時に約８０単位以上修得している必要があります。 

１０．責任体制 

 (１) ＰＤＣＡ責任体制（計画(plan)・実施(do)・評価 (check)・改善 (action)） 

・ 教育領域委員会を設置し，ここで学士教育の実施・評価を行います。 

・ 教育領域の総括責任者は，教育領域委員会委員長であり，副委員長がこれを補佐します。 

・ 教育領域委員長および副委員長が，プログラム実施における責任を負います。 

・ 教育領域委員会内に履修指導小委員会を設置し，学生からの履修相談およびチューターとの連携を

図ります。 

・ 教育領域ごとに領域別履修指導会議を設け，具体的な履修指導や履修上の調整を行います。 

・ 評価と改善については，学部長が総責任を担います。 

 (２) プログラムの評価 

１）プログラム評価の観点 

・ 授業科目は目的達成のために体系的に適切に配置されているか。 

・ 授業内容は体系化の中で適切なものであるか。 

・ 学生は一定基準以上の目標を達成しているといえるか。 

２）評価の実施方法 

・ 各セメスターの最終授業終了後，履修学生にアンケートによる授業評価を行います。 

３）学生へのフィードバックの考え方とその方法 

・ 個々の授業評価に関しては，教員の意見と評価結果を教育領域内で検討し，改善に努めます。 

・ プログラム全体の評価に関しては，教育領域委員会，研究科長室および評価委員会が連携して評価

を行います。 

 

 



 

 



   

別表（総合科学部細則第5条第3項） 
 

卒業のために必要な授業科目及び単位については下表のとおりです。注１～１２も含めて必ず確認の上，履修を進めてください。 

 

区

分 
科目区分 要修得単位数 授業科目等 単位数 履修区分 

履修年次 

(注１) 

教 
 

養 
 

教 
 

育 
 

科 
 

目 

教養 

コア 

科目 

教養ゼミ ２ 

５２ 

教養ゼミ ２ 必修 「１」 

平和科目 ２  ２ 選択必修 「１」 

パッケージ別科目 ６ 選択したパッケージから ２ 選択必修 「１」 

共 

通 

科 

目 

外
国
語
科
目 

英
語 

(

注
２) 

コミュニケーション基

礎 
(０) 

コミュニケーション基礎Ⅰ １ 
自由選択 

「１」 

コミュニケーション基礎Ⅱ １ 「１」 

コミュニケーションⅠ 

４ 

コミュニケーションⅠＡ １ 

選択必修 

「１」 
コミュニケーションⅠＢ １ 

コミュニケーションⅡ 

コミュニケーションⅡＡ １ 
「１」 

コミュニケーションⅡＢ １ 

上記４科目から２科目以上 

コミュニケーションⅢ ２ 

コミュニケーションⅢＡ １ 

選択必修 「２」 コミュニケーションⅢＢ １ 

コミュニケーションⅢＣ １ 

上記３科目から２科目 

初修外国語 

（ドイツ語，フランス語，

スペイン語，ロシア語，中

国語，韓国語，アラビア語

のうちから１言語を選択） 

４ 

ベーシック外国語Ⅰ 

から２科目 
１ 

選択必修 

「１」 

ベーシック外国語Ⅱ 

から２科目 
１ 「１」 

情報科目 ２ (注３) ２ 選択必修 「１」 

領域科目 
３０ 

 

(注7) 

 

(注４) １又は２ 

選択必修 

「１」 

健康スポーツ科目 
健康スポーツ科目から２単

位以上３単位以下 (注５) 
１又は２ 「１」 

基盤科目 
基盤科目から６単位以上２

０単位以下 (注４) (注６) 
１～３ 「１」 

専門教育科目 (注１２) 

２ 

７６ 

総合科学へのいざない ２ 必修 「１」 

２ 総合科学概論 ２ 必修 「１」 

２ 学際科目     (注８) ２ 選択必修 『２』 

４８ 
教育領域科目 

  (注９) (注１１) 
 選択必修 『２』 

１６ 
自由選択科目 

    (注１０) (注１１)  
 自由選択 『１』 

６ 特別研究 ６ 必修 「４」 

卒業要件単位数 １２８   

 

注１ 「 」中の数字は，標準履修開始年次を表している。なお，当該履修年次で単位を修得できなかった場合，これ以降に履修す

ることも可能である。また，『 』中の数字は履修開始年次を表しており，これ以降に開講される授業を履修することができる。 

注２ 短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ａ・Ｂ」の履修により修得した単

位を，卒業に必要な英語の単位(６単位)に代えることが可能である。また，外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もあ

る。詳細については，学生ハンドブックの教養教育の英語に関する項，「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」

及び「外国の研修機関における語学研修の単位認定に関する申合せ」を参照のこと。 

注３ 「情報活用基礎」を履修すること。なお，「情報活用基礎」の単位を修得できなかった場合のみ，「情報活用演習」を履修す

ることができる。 

注４ 領域科目及び基盤科目については，２年次から配属される専門教育領域に関わらず，領域科目の各領域及び基盤科目から文

系科目，理系科目を問わずバランスよく履修することが望ましい。 

注５ 健康スポーツ科目については，講義系科目の「健康スポーツ科学」とあわせて実習系科目の「スポーツ実習Ａ」又は「スポ

ーツ実習Ｂ」を履修することが望ましい。 

注６ (1)「微分積分通論」は高等学校で数学Ⅲを履修していない者のみ選択できる。 

(2)「初修化学」は高等学校で化学Ⅱ又は化学（化学基礎を含まない）を履修していない者のみ選択できる。 

注７ コミュニケーション基礎の履修により修得した単位を領域科目，健康スポーツ科目及び基盤科目として修得する３０単位に

算入することができる。 

注８ ２単位を超えて履修した場合は，自由選択科目に算入することができる。 
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注９  (1) 教育領域科目の履修にあたっては，３つの教育領域（人間探究領域，自然探究領域，社会探究領域）の中から，重点的

に学習したい教育領域を１つ選択して登録するものとする。 

(2) 登録した教育領域の中で重点的に学習したい授業科目群を１つ選び，それを主授業科目群とする。 

(3) 教育領域科目の４８単位は，全ての教育領域の授業科目群（以下「全授業科目群」という。）において開講されている授

業の中から履修すること。その際，主授業科目群以外の全授業科目群から，合計で１２単位以上履修することが必要であ

る。 

(4) 教育領域科目の単位数については，最終年次における最終的な履修結果において，以下の順で自由選択科目に算入する。 

① 主授業科目群の単位数を超えた，その他の各授業科目群の単位数 

② ４８単位を超えて修得した全教育領域科目の単位数 

注１０  (1) 他学部等の授業科目を１０単位まで含むことができる。 

(2) 専門共通科目の単位を修得した場合は，自由選択科目に算入することとする。 

注１１ 教育領域科目か自由選択科目のいずれかにおいて，登録した教育領域以外で開講される授業（授業科目群に提供されてい

るものに限る）を６単位以上含まなければならない。 

注１２  「教職に関する科目」及び「インターンシップ」及び「副専攻プログラムとして履修した科目」は，卒業要件単位に算入

されない。 

 



総合科学プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1)

　当該の個別学問体系の重要性と特性、基本となる理論的枠組み
への知識・理解

　個別の学問体系の重要性と特性、基本となる理論的枠組みと特
徴について体系的に十分理解し、説明できる。

　個別の学問体系の重要性と特性、基本となる理論的枠組みと特
徴について理解し、説明できる。

　個別の学問体系の重要性と特性、基本となる理論的枠組みと特
徴について概ね理解できる。

(2)

　異文化・異領域の人々に対するコミュニケーション能力の前提と
なる日本語・日本文化及び外国語・外国文化への知識・理解

　異文化・異領域の人々に対するコミュニケーション能力の前提と
なる日本語・日本文化及び外国語・外国文化について十分理解
し、適切に受発信できる。

　異文化・異領域の人々に対するコミュニケーション能力の前提と
なる日本語・日本文化及び外国語・外国文化について十分理解
し、受発信できる。

　異文化・異領域の人々に対するコミュニケーション能力の前提と
なる日本語・日本文化及び外国語・外国文化について理解し、概
ね受発信できる。

(3)

　個別学問体系の密接な相互関係とその重要性を認識するうえで
の必要な知識・理解

　個別学問体系の密接な相互関係とその重要性を十分理解・認
識し、適切に説明できる。

　個別学問体系の密接な相互関係とその重要性を十分理解・認
識し、説明できる。

　個別学問体系の密接な相互関係とその重要性を理解・認識し、
概ね説明できる。

(1)

　個別学問体系に関する多様な情報源から必要な文献資料や
データを収集・解析する能力・技能

　個別学問体系に関する多様な情報源から必要な文献資料や
データを十分収集し、的確に解析することができる。

　個別学問体系に関する多様な情報源から必要な文献資料や
データを十分収集し、解析することができる。

　個別学問体系に関する多様な情報源から必要な文献資料や
データを収集し、概ね解析することができる。

(2)

 課題の考察のために必要な理論・方法を特定する能力・技能  課題の考察のために必要な理論・方法を的確に特定し、それを
十分活用できる。

 課題の考察のために必要な理論・方法を的確に特定し、それを
活用できる。

 課題の考察のために必要な理論・方法を特定し、それを概ね活
用できる。

(3)

　自らの研究成果をレポートや論文にまとめ、ゼミや研究会等で発
表し、質問などにも回答できる能力・技能

　自らの研究成果をレポートや論文にまとめ、ゼミや研究会等で発
表し、質問等にも的確に回答できる。

　自らの研究成果をレポートや論文にまとめ、ゼミや研究会等で発
表し、質問等にも回答できる。

　自らの研究成果をレポートや論文にまとめ、ゼミや研究会等で発
表し、質問等にも概ね回答できる。

(1)

　研究倫理と主体的な知的関心に基づき課題を発見し、解決に向
けた方策を立案できる総合的な能力

　研究倫理と主体的な知的関心に基づき課題を率先して発見し、
解決に向けた有効な方策を立案できる。

　研究倫理と主体的な知的関心に基づき課題を率先して発見し、
解決に向けた方策を立案できる。

　研究倫理と主体的な知的関心に基づき課題を発見し、解決に向
けた方策を概ね立案できる。

(2)

　柔軟な発想と構想力のもとに、課題を考察するために必要な知
識・理解と能力・技能を組合せ、主体的に研究する能力

　柔軟な発想と構想力のもとに、課題を考察するために必要な知
識・理解と能力・技能を有効に発揮することができる。

　柔軟な発想と構想力のもとに、課題を考察するために必要な知
識・理解と能力・技能を発揮することができる。

　概ね柔軟な発想と構想力のもとに、課題を考察するために必要
な知識・理解と能力・技能を概ね発揮することができる。

(3)

　課題の克服について異文化・異領域の人々に向けて、自らの考
えを論理的かつ簡潔に説明し、討論の中で指導力を発揮できる総
合的な能力

　課題の克服について異文化・異領域の人々に向けて、自らの考
えを論理的かつ簡潔に説明し、討論の中で十分指導力を発揮で
きる。

　課題の克服について異文化・異領域の人々に向けて、自らの考
えを論理的かつ簡潔に説明し、討論の中で指導力を発揮できる。

　課題の克服について異文化・異領域の人々に向けて、自らの考
えを説明し、討論の中で概ね指導力を発揮できる。

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

総
合
的
な
力

別紙２

評価基準学習の成果

評価項目

知
識
・
理
解

能
力
・
技
能

総合科学プログラムでは，教養教育を「専門に直結する基礎知識・技術を習得する」だけではなく，「広く学問への関心を高め，ものごとを学際的・総合的にとらえられる能力の素地を培う」場であると位置づけています。習得すべき具体的な学習内容は，

以下のとおりです。 

・豊かな感受性・柔軟な発想，平和に関する多角的観点からの理解，分野間の相互関係の理解 など 

↓ 

視野を広げる，視点をかえる 

・基礎知識の獲得，語学力の習得，情報活用能力の習得，体力・健康についての理解 など 

↓ 

学びの土台をつくる 



別紙３
評価項目と授業科目との関係
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加重値

評価項
目中の
加重値

教養教育科目 教養ゼミ 2 必修 1 50 1 50 1 100

教養教育科目 平和科目 2 必修 1 50 1 25 1 25 1 100

教養教育科目 パッケージ科目 2 必修 1 100 1 100

教養教育科目 外国語科目 1 必修 1 100 1 100

教養教育科目 情報科目 2 必修 1 100 1 100

教養教育科目 領域科目 1又は2 選択 1 50 1 25 1 25 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 1又は2 選択 1 100 1 100

教養教育科目 基盤科目 1～3 選択 1 100 1 100

専門教育科目 総合科学へのいざない 2 必修 1 50 1 50 1 100

専門教育科目 総合科学概論 2 必修 1 50 1 50 1 100

専門教育科目 特別研究 6 必修 4 25 10 25 10 25 10 25 10 100

専門教育科目 応用言語学入門 2 選択 ２ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 美術史演習 2 選択 ３ 25 1 25 1 50 1 100

専門教育科目 芸術文化論 2 選択 ２ 20 1 20 1 20 1 20 1 20 1 100

専門教育科目 現代思想 2 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 美学芸術学入門 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 芸術社会論 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 比較文明論 2 選択 ２ 40 1 60 1 100

専門教育科目 生命倫理学 2 選択 ２ 40 1 60 1 100

専門教育科目 比較哲学Ａ 2 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 芸術文化論演習 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 人間文化特論 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 比較文明論演習 2 選択 ３ 40 1 60 1 100

専門教育科目 生命倫理学演習 2 選択 ３ 40 1 60 1 100

専門教育科目 文化創造論 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 比較哲学Ｂ 2 選択 ３ 20 1 20 1 20 1 20 1 20 1 100

専門教育科目 現代思想演習 2 選択 ３ 10 1 10 1 10 1 10 1 20 1 20 1 20 1 100

専門教育科目 西洋美術史 2 選択 ３ 20 1 20 1 20 1 20 1 20 1 100

専門教育科目 美学芸術学演習 2 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 比較哲学演習 2 選択 ３ 10 1 10 1 10 1 10 1 20 1 20 1 20 1 100

専門教育科目 現代文化論演習 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 比較思想 2 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 比較思想演習 2 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 心理言語学 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 言語学入門 2 選択 ２ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 英語コーパス言語学 2 選択 ２ 20 1 20 1 50 1 5 1 5 1 100

専門教育科目 現代英語語法演習 2 選択 ２ 20 1 25 1 50 1 5 1 100

専門教育科目 統語論 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 意味論 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 実験心理言語学 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 異文化コミュニケーション論入門 2 選択 ２ 10 1 25 1 10 1 10 1 10 1 10 1 5 1 5 1 15 1 100

専門教育科目 意味論入門 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 英語ディベート演習 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

科目中
の評価
項目の
総加重
値

知識・理解 能力・技能 総合的な力
(1) (2) (3) (1) (2) (3)

評　価　項　目

(1) (2) (3)開設
年次

科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分
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知識・理解 能力・技能 総合的な力
(1) (2) (3) (1) (2) (3)

評　価　項　目

(1) (2) (3)開設
年次

科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

専門教育科目 現代フランス語学研究 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 現代中国語学研究 2 選択 ２ 25 1 25 1 30 1 20 1 1 100

専門教育科目 現代ドイツ語学研究 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 認知言語学 2 選択 ３ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 語用論 2 選択 ３ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 英日同時通訳法演習Ⅰ 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 ロマンス語研究Ⅰ 2 選択 ３ 30 1 70 1 100

専門教育科目 語彙論 2 選択 ３ 20 1 20 1 35 1 25 1 100

専門教育科目 言語文化特論 2 選択 ３ 25 1 25 1 50 1 100

専門教育科目 第二言語習得論 2 選択 ３ 50 1 20 1 30 1 100

専門教育科目 音声学・音韻論 2 選択 ３ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 英日同時通訳法演習Ⅱ 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 対照言語学演習Ａ 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 現代フランス語学研究演習 2 選択 ３ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 対照言語学演習Ｂ 2 選択 ３ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 ロマンス語研究Ⅱ 2 選択 ３ 30 1 70 1 100

専門教育科目 生物心理学 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 行動科学統計演習 2 選択 ２ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 社会心理学 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 適応心理学 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 行動科学基礎実験 1 選択 ２ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 行動科学基礎実験法 1 選択 ２ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 認知行動科学 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 パーソナリティ論 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 行動科学実習 1 選択 ２ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 睡眠心理学 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 社会行動科学 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 認知神経科学 2 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 生理心理学 2 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 集団力学 2 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 ストレス科学 2 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 行動科学実験Ａ 1 選択 ３ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 行動科学実験Ｂ 1 選択 ３ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 行動科学実験法Ａ 1 選択 ３ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 行動科学実験法Ｂ 1 選択 ３ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 行動科学演習 2 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 行動科学外書演習 2 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 行動科学実験法Ｃ 1 選択 ３ 15 1 15 1 25 1 15 1 15 1 15 1 100

専門教育科目 行動科学実験法Ｄ 1 選択 ３ 15 1 15 1 25 1 15 1 15 1 15 1 100

専門教育科目 行動科学実験Ｃ 1 選択 ３ 15 1 15 1 25 1 15 1 15 1 15 1 100

専門教育科目 行動科学実験Ｄ 1 選択 ３ 15 1 15 1 25 1 15 1 15 1 15 1 100

専門教育科目 行動科学特論 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 行動科学外書特別演習 2 選択 4 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 身体運動科学基礎論 2 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 健康福祉学 2 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100
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知識・理解 能力・技能 総合的な力
(1) (2) (3) (1) (2) (3)

評　価　項　目

(1) (2) (3)開設
年次

科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

専門教育科目 スポーツ健康科学特論 2 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 スポーツトレーニング学 2 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 スポーツ心理学 2 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 環境運動生理学 2 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 身体運動解析学 2 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 スポーツ社会学 2 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 スポーツ健康科学実験法Ａ 1 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 スポーツ健康科学実験Ａ 1 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 スポーツ健康科学実験法Ｂ 1 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 スポーツ健康科学実験Ｂ 1 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 バイオメカニクス 2 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 身体運動制御学 2 選択 ３ 40 1 30 1 15 1 15 1 100

専門教育科目 筋生理学 2 選択 ３ 40 1 30 1 15 1 15 1 100

専門教育科目 スポーツ健康科学演習Ａ 2 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 スポーツ医学 2 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 スポーツ経営学 2 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 コーチング学 2 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 スポーツ健康科学演習Ｂ 2 選択 ３ 10 1 10 1 10 1 10 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 スポーツ健康科学演習Ｃ 2 選択 ３ 10 1 10 1 10 1 10 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 スポーツ哲学 2 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 生命科学概論 2 選択 ２ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 基礎細胞生物学 2 選択 ２ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 基礎生化学 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 化学基礎実験 1 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 化学基礎実験法 1 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 生物物理化学 2 選択 ２ 80 1 10 1 5 1 5 1 100

専門教育科目 細胞生物学 2 選択 ２ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 生化学 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 生命科学実験Ａ 1 選択 ２ 40 1 10 1 20 1 30 1 100

専門教育科目 生命科学実験法Ａ 1 選択 ２ 70 1 15 1 15 1 100

専門教育科目 分子生理学 2 選択 ２ 80 1 20 1 100

専門教育科目 生命科学実験Ｂ 1 選択 ２ 40 1 10 1 20 1 30 1 100

専門教育科目 生命科学実験法Ｂ 1 選択 ２ 70 1 15 1 15 1 100

専門教育科目 有機分析化学 2 選択 ２ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 脳機能学 2 選択 ３ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 分子発生生物学 2 選択 ３ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 分子細胞生物学 2 選択 ３ 90 1 5 1 5 1 100

専門教育科目 神経生理学 2 選択 ２ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 生命科学実験Ｃ 1 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 生命科学実験法Ｃ 1 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 生命科学実験Ｄ 1 選択 ３ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 生命科学実験法Ｄ 1 選択 ３ 70 1 15 1 15 1 100

専門教育科目 生命科学特論Ａ 1 選択 ３ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 生命科学特論Ｃ 1 選択 ３ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 臨海実習・同講義 2 選択 ３ 70 1 10 1 20 1 100
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専門教育科目 生命科学特論Ｂ 1 選択 ３ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 生命科学特論Ｄ 1 選択 ３ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 データ解析序説 2 選択 ２ 50 1 20 1 30 1 100

専門教育科目 コンピュータ基礎論 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 数理科学演習 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 プログラム技法 2 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 計算機基礎演習 2 選択 ２ 20 1 20 1 60 1 100

専門教育科目 微分方程式 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 メディア活用演習 2 選択 ２ 30 1 20 1 20 1 30 1 100

専門教育科目 応用数理 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 情報統計学 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 プログラム言語論 2 選択 ２ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 計算機演習 2 選択 ２ 25 1 50 1 25 1 100

専門教育科目 複素解析 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 コンピュータシステム 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 グラフ的幾何学 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 情報理論 2 選択 ３ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 数理代数 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 数理幾何 2 選択 ３ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 確率過程論 2 選択 ３ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 計算数学 2 選択 ２ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 情報数理学特講Ｉ 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 数理解析 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 情報数理学特講Ⅱ 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 熱力学 2 選択 ２ 70 1 30 1 100

専門教育科目 電磁気学Ｉ 2 選択 ２ 70 1 30 1 100

専門教育科目 物理科学演習I 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 物理学基礎実験 1 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 物理学基礎実験法 1 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 物理科学概論 2 選択 ２ 70 1 30 1 100

専門教育科目 電磁気学Ⅱ 2 選択 ２ 70 1 30 1 100

専門教育科目 物理科学演習Ⅱ 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 量子力学Ｉ 2 選択 ２ 70 1 30 1 100

専門教育科目 物質科学実験Ａ 1 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 物質科学実験法Ａ 1 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 物質科学実験Ｂ 1 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 物質科学実験法Ｂ 1 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 統計力学Ｉ 2 選択 ３ 70 1 30 1 100

専門教育科目 物理化学 2 選択 ３ 70 1 30 1 100

専門教育科目 量子力学演習Ｉ 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 量子力学Ⅱ 2 選択 ３ 70 1 30 1 100

専門教育科目 物質科学実験Ｃ 1 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 物質科学実験法Ｃ 1 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 物質科学実験Ｄ 1 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 物質科学実験法Ｄ 1 選択 ３ 100 1 100
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専門教育科目 物理科学特論Ａ 1 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 物理科学特論Ｂ 1 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 統計力学Ⅱ 2 選択 ３ 70 1 30 1 100

専門教育科目 物性物理学Ｉ 2 選択 ３ 70 1 30 1 100

専門教育科目 量子力学演習Ⅱ 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 物理科学特論Ｃ 1 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 物理科学特論Ｄ 1 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 複雑液体・ソフトマター論 2 選択 4 70 1 30 1 100

専門教育科目 物性物理学Ⅱ 2 選択 4 70 1 30 1 100

専門教育科目 量子情報論 2 選択 ３ 70 1 30 1 100

専門教育科目 環境とエコロジー 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 環境分析化学 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 環境地質学 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 根圏の科学 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 自然環境航海実習 1 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 保全生物学 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 自然環境野外実習 1 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 進化遺伝学 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 地学基礎実験 1 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 地学基礎実験法 1 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 多様性生態学 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 地球環境変動論 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 植物環境生理学 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 地球環境化学 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 大気科学 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 自然環境実験Ａ 1 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 自然環境実験法Ａ 1 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 生物学基礎実験 1 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 生物学基礎実験法 1 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 大気植生学 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 砂防学 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 環境微生物学 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 水循環論 2 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 第四紀環境学 2 選択 ３ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 自然環境実験Ｂ 1 選択 ３ 20 1 20 1 20 1 20 1 20 1 100

専門教育科目 自然環境実験法Ｂ 1 選択 ３ 20 1 20 1 20 1 20 1 20 1 100

専門教育科目 環境影響評価論 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 景観生態学 2 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 環境鉱物学 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 自然環境実験Ｃ 1 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 自然環境実験法Ｃ 1 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 自然環境演習 2 選択 ３ 10 1 10 1 20 1 20 1 20 1 20 1 100

専門教育科目 環境科学特論 2 選択 ３ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 環境物理化学 2 選択 ３ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 中国伝統文化論 2 選択 ２ 40 1 30 1 30 1 100
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専門教育科目 ヨーロッパ哲学思想研究 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 日本文化史 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 東アジア地域史 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 地域を科学するＡ 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 地域を科学するＢ 2 選択 ２ 70 1 30 1 100

専門教育科目 日本地域研究特論 2 選択 ２ 20 1 20 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 地域文化研究特論Ａ 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 地域文化研究特論Ｂ 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 ドイツ文化論 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 朝鮮文化論 2 選択 ２ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 イギリス社会思想研究 2 選択 ２ 20 1 40 1 40 1 100

専門教育科目 英語圏社会研究 2 選択 ２ 10 1 40 1 15 1 15 1 20 1 100

専門教育科目 英語圏社会研究演習 3 選択 ３ 20 1 20 1 20 1 20 1 20 1 100

専門教育科目 医療人類学 2 選択 ２ 20 1 20 1 20 1 20 1 20 1 100

専門教育科目 医療人類学演習 2 選択 ３ 25 1 25 1 50 1 100

専門教育科目 近代日本文化研究 2 選択 ２ 20 1 20 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 現代中国文化論 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 東アジア社会文化史 2 選択 ２ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 ヨーロッパ史研究 2 選択 ２ 30 1 20 1 30 1 20 1 100

専門教育科目 アメリカ社会研究 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 ドイツ文化論演習 2 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 朝鮮文化論演習 2 選択 ３ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 現代ドイツ事情 2 選択 ３ 80 1 20 1 100

専門教育科目 イギリス社会思想研究演習 2 選択 ３ 20 1 40 1 40 1 100

専門教育科目 台湾文化論演習 2 選択 ３ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 東アジア社会文化史演習 2 選択 ３ 35 1 35 1 30 1 100

専門教育科目 ヨーロッパ史研究演習 2 選択 ３ 30 1 25 1 25 1 20 1 100

専門教育科目 アメリカ社会研究演習 2 選択 ３ 25 1 50 1 25 1 100

専門教育科目 近代日本文化研究演習 2 選択 ３ 20 1 20 1 20 1 20 1 20 1 100

専門教育科目 フランス文明論 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 中国伝統文化論演習 2 選択 ３ 60 1 40 1 100

専門教育科目 日本文化史演習 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 東アジア地域史演習 2 選択 ３ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 テクスト文化論 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 ジェンダー学基礎 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 聖書学 2 選択 ２ 25 1 25 1 50 1 100

専門教育科目 欧米大陸間文化研究 2 選択 ２ 50 1 40 1 10 1 100

専門教育科目 教育と権力の社会学 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 英米文学研究 2 選択 ２ 25 1 50 1 25 1 100

専門教育科目 比較文化論演習 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 都市文化論 2 選択 ２ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 都市社会史 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 文化論研究 2 選択 ２ 60 1 20 1 20 1 100

専門教育科目 ジェンダ－と文化 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 開発政策科学分析演習 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100
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専門教育科目 英米文学演習 2 選択 ３ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 比較文学研究 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 都市文化論演習 2 選択 ３ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 都市社会史演習 2 選択 ３ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 文化論研究演習 2 選択 ３ 20 1 30 1 50 1 100

専門教育科目 文書管理演習 2 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 移動と統合の社会学 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 南北アメリカ社会文化研究演習 2 選択 ３ 20 1 50 1 30 1 100

専門教育科目 聖書学演習 2 選択 ３ 20 1 20 1 20 1 40 1 100

専門教育科目 越境文化研究特論 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 比較技術史 2 選択 ２ 50 1 20 1 10 1 20 1 100

専門教育科目 現代産業論 2 選択 ２ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 宗教政治社会論 2 選択 ２ 25 1 25 1 50 1 100

専門教育科目 平和構築論 2 選択 ３ 60 1 30 1 10 1 100

専門教育科目 平和構築論演習 2 選択 ３ 30 1 20 1 10 1 20 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 社会環境特論Ａ 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 福祉社会学 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 世界開発論 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 社会学方法論 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 地域社会学 2 選択 ２ 30 1 1 30 40 1 100

専門教育科目 動態社会学 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 国際法特講 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 現代法政策論 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 社会環境特論Ｂ 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 ボランティア社会学 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 平和学 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 メディア・スタディーズ 2 選択 ３ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 サイエンス・スタディーズ演習 2 選択 ３ 25 1 25 1 50 1 100

専門教育科目 福祉社会学演習 2 選択 ３ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 現代技術論演習 2 選択 ３ 30 1 40 1 30 1 100

専門教育科目 世界開発論演習 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 社会調査演習Ⅰ 2 選択 ３ 30 30 40 100

専門教育科目 現代産業論演習 2 選択 ３ 25 1 15 1 15 1 15 1 15 1 15 1 100

専門教育科目 社会学方法論演習 2 選択 ３ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 地域社会学演習 2 選択 ３ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 動態社会学演習 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 国際法特講演習 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 現代法政策論演習 2 選択 ３ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 社会調査演習Ⅱ 2 選択 ３ 30 30 40 100

専門教育科目 宗教政治社会論演習 2 選択 ３ 25 1 25 1 50 1 100

専門教育科目 社会調査データ分析の基礎 2 選択 ２ 50 50 100

専門教育科目 調査データで読む現代社会 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 観光論 2 選択 ２ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 解釈人類学 2 選択 ２ 25 1 25 1 50 1 100

専門教育科目 社会生態人類学 2 選択 ２ 40 1 20 1 40 1 100
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知識・理解 能力・技能 総合的な力
(1) (2) (3) (1) (2) (3)

評　価　項　目

(1) (2) (3)開設
年次

科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

専門教育科目 ヨーロッパ環境地誌 2 選択 ２ 40 1 20 1 40 1 100

専門教育科目 宗教社会人類学 2 選択 ２ 25 1 25 1 50 1 100

専門教育科目 環境と平和論 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 日本環境地誌 2 選択 ２ 40 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 民族誌を読む 2 選択 ２ 25 1 25 1 50 1 100

専門教育科目 宗教社会人類学演習 2 選択 ３ 20 1 40 1 40 1 100

専門教育科目 日本地誌研究演習 2 選択 ３ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 環境と平和論演習 2 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 地域調査演習ⅠＡ 2 選択 ３ 25 1 50 1 25 1 100

専門教育科目 地域調査演習ⅠＢ 2 選択 ３ 25 1 50 1 25 1 100

専門教育科目 地域調査演習ⅡＡ 2 選択 ３ 25 1 50 1 25 1 100

専門教育科目 地域調査演習ⅡＢ 2 選択 ３ 25 1 50 1 25 1 100

専門教育科目 解釈人類学演習 2 選択 ３ 20 1 40 1 40 1 100

専門教育科目 社会生態人類学演習 2 選択 ３ 20 1 40 1 40 1 100

専門教育科目 ヨーロッパ地誌研究演習 2 選択 ３ 20 1 40 1 40 1 100

専門教育科目 社会フィールド研究特論 2 選択 ２ 40 1 20 1 40 1 100

専門教育科目 社会情報メディア論 2 選択 ２ 50 1 20 1 30 1 100

専門教育科目 社会情報メディア論演習 2 選択 ３ 20 1 40 1 40 1 100

専門教育科目 地域環境社会論 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 地域環境社会論演習 2 選択 ３ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 自然科学実験法 2 選択 1 50 1 50 1 100

専門教育科目 自然科学実験 2 選択 1 50 1 50 1 100

専門教育科目 英語発音法演習 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 英語上級聴取法演習 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 英語会話演習 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 ドイツ語中級総合演習ⅠＡ 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 ドイツ語中級総合演習ⅠＢ 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 ドイツ語中級会話演習Ⅰ 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 フランス語中級総合演習ⅠＡ 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 フランス語中級総合演習ⅠＢ 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 フランス語中級会話演習Ⅰ 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 中国語作文演習Ｉ 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 中国語聴取法演習Ｉ 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 中国語会話演習Ⅰ 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 時事ドイツ語演習 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 ドイツ語中級総合演習ⅡＡ 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 ドイツ語中級総合演習ⅡＢ 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 ドイツ語中級会話演習Ⅱ 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 フランス語中級総合演習ⅡＡ 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 フランス語中級総合演習ⅡＢ 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 フランス語中級会話演習Ⅱ 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 中国語作文演習Ⅱ 2 選択 ２ 50 1 50 1 100

専門教育科目 中国語聴取法演習Ⅱ 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 中国語会話演習Ⅱ 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 英語上級文章法演習 2 選択 ３ 50 1 25 1 25 1 100
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専門教育科目 ドイツ語上級読解法演習Ⅰ 2 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 ドイツ語上級会話演習Ⅰ 2 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 フランス語上級表現法演習 2 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 フランス語上級会話演習Ⅰ 2 選択 ３ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 中国語読解法演習Ⅰ 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 中国語会話演習Ⅲ 2 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 科学と倫理 2 選択 ３ 30 1 70 1 100

専門教育科目 対話論演習 2 選択 ３ 30 1 70 1 100

専門教育科目 生命科学英語演習 2 選択 ３ 90 1 5 1 5 1 100

専門教育科目 スポーツ健康科学英語演習 2 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 ドイツ語文章法演習 2 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 ドイツ語上級読解法演習Ⅱ 2 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 ドイツ語上級会話演習Ⅱ 2 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 フランス語上級会話演習Ⅱ 2 選択 ３ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 中国語読解法演習Ⅱ 2 選択 ３ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 中国語会話演習Ⅳ 2 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 物理科学英語演習 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 フランス語上級読解法演習 2 選択 ３ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 応用行動科学 2 選択 ３ 100 1 100

専門教育科目 文書管理論 2 選択 ３ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 サイエンス・スタディーズ 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 環境経済論 2 選択 ３ 50 1 50 1 100

専門教育科目 公害史 2 選択 ２ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 脳科学 2 選択 ３ 70 1 10 1 20 1 100

専門教育科目 開発経済分析論 2 選択 ３ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 学問とジェンダー 2 選択 ２ 100 1 100

専門教育科目 リスク研究 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 「アジア」学 2 選択 ２ 30 1 30 1 40 1 100

専門教育科目 アクセシビリティ科学 2 選択 ３ 20 1 40 1 40 1 100

専門教育科目 Environmental Issues for Discussion 2 選択 ２ 30 1 40 1 30 1 100

専門教育科目 自由選択科目 2 選択 50 1 50 1 100



別紙４
総合科学プログラムカリキュラムマップ

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

○領域科目 ○領域科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目

○健康スポーツ科目 ○健康スポーツ科目

○平和科目 ○平和科目

○外国語科目 ○外国語科目 ○外国語科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目

○平和科目 ○平和科目 ○専門科目

○領域科目 ○領域科目

◎総合科学へのいざない ○パッケージ科目 ○パッケージ科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目

○平和科目 ○平和科目 ○専門科目

○領域科目 ○領域科目

◎総合科学概論

○情報科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目

◎教養ゼミ ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目

◎教養ゼミ ◎総合科学概論 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目

◎総合科学へのいざない ◎特別研究 ◎特別研究

○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目

◎特別研究 ◎特別研究

◎総合科学概論 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目

○学際科目 ○学際科目 ○学際科目 ○学際科目 ○学際科目

◎特別研究 ◎特別研究

△共通科目 △共通科目 △共通科目 △共通科目 △共通科目 △共通科目 △共通科目

○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目 ○専門科目

◎特別研究 ◎特別研究

（例） 教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

能
力
・
技
能

　個別学問体系に関する多様な情報
源から必要な文献資料やデータを収
集・解析する能力・技能

課題の考察のために必要な理論・方
法を特定する能力・技能

自らの研究成果をレポートや論文にま
とめ、ゼミや研究会等で発表し、質問
などにも回答できる能力・技能

※各授業科目の位置づけは別紙３を参照

学習の成果 １年 ２年 ３年 ４年

総
合
的
な
力

　研究倫理と主体的な知的関心に基
づき課題を発見し、解決に向けた方策
を立案できる総合的な能力

　柔軟な発想と構想力のもとに、課題
を考察するために必要な知識・理解と
能力・技能を組合せ、主体的に研究す
る能力

　課題の克服について異文化・異領域
の人々に向けて、自らの考えを論理的
かつ簡潔に説明し、討論の中で指導
力を発揮できる総合的な能力

評価項目

知
識
・
理
解

　当該の個別学問体系の重要性と特
性、基本となる理論的枠組みへの知
識・理解

　異文化・異領域の人々に対するコ
ミュニケーション能力の前提となる日
本語・日本文化及び外国語・外国文化
への知識・理解

　個別学問体系の密接な相互関係と
その重要性を認識するうえでの必要な
知識・理解



別紙５

授業科目群 氏　　名 職名 内線番号 部屋番号

人間文化 青木　孝夫 教授 6333 A716

人間文化 桑島　秀樹 教授 6361 A724

人間文化 大島　徹也 准教授 6331 A718

人間文化 杉木　恒彦 准教授 6410 A823

人間文化 トレンソン　スティーブン 准教授 6332 A715

人間文化 宮園　健吾 准教授 6334 A717

言語コミュニケーション 安仁屋宗正 教授 6438 A305

言語コミュニケーション 井口　容子 教授 6458 A523

言語コミュニケーション 井上　永幸 教授 6431 A419

言語コミュニケーション スケアー　ピーターマッコール 教授 6440 A327

言語コミュニケーション 山田　　純 教授 6443 A330

言語コミュニケーション 吉田　光演 教授 6452 A324

言語コミュニケーション 廬　　　濤 教授 6460 A526

言語コミュニケーション 石川　雅隆 准教授 6455 A420

言語コミュニケーション 大嶋　広美 准教授 6093 A422

言語コミュニケーション クレントン　ジョナサン 准教授 6445 A317

言語コミュニケーション 柴田　美紀 准教授 6430 A418

言語コミュニケーション タファナー　ロバート　ホースト 准教授 6421 A416

言語コミュニケーション 町田　　章 准教授 6425 A413

人間行動科学 岩永　　誠 教授 6574 A217

人間行動科学 坂田　桐子 教授 6577 A221

人間行動科学 坂田　省吾 教授 6581 A228

人間行動科学 林　　光緖 教授 6582 A226

人間行動科学 有賀　敦紀 准教授 6565 A125

人間行動科学 小川　景子 准教授 6580 A227

人間行動科学 小宮あすか 准教授 6576 A220

人間行動科学 杉浦　義典 准教授 6573 A216

スポーツ健康科学 関矢　寛史 教授 6587 A112

スポーツ健康科学 橋原　孝博 教授 6598 B107

スポーツ健康科学 長谷川　博 教授 6592 B105

スポーツ健康科学 船瀬　広三 教授 6590 A118

スポーツ健康科学 山﨑　昌廣 教授 6589 A117

スポーツ健康科学 和田　正信 教授 6584 A107

スポーツ健康科学 磨井　祥夫 准教授 6585 A114

スポーツ健康科学 木庭　康樹 准教授 6570 A124

総合科学プログラム担当教員リスト

　平成28年4月1日現在
人間探究



別紙５
授業科目群 氏　　名 職名 内線番号 部屋番号

生命科学 石田　敦彦 教授 6526 B314

生命科学 浮穴　和義 教授 6571 B403

生命科学 斎藤祐見子 教授 4370 C322

生命科学 古川　康雄 教授 6566 C308

生命科学 山﨑　　岳 教授 6527 B305

生命科学 佐藤　明子 准教授 6569 B411

生命科学 根平　達夫 准教授 6536 C225

生命科学 彦坂　　暁 准教授 6567 C323

生命科学 石原　康宏 助教 6500 B307

生命科学 小林　勇喜 助教 6403 C325

生命科学 布目　陽子 助教 6505 B505

生命科学 平野　哲男 助教 6562 C302

数理情報科学 阿賀岡芳夫 教授 6486 C811

数理情報科学 阿部　　誠 教授 6490 C812

数理情報科学 石井　　亮 教授 6487 C814

数理情報科学 岩本　宙造 教授 6473 C721

数理情報科学 栗田多喜夫 教授 6468 C719

数理情報科学 水町　　徹 教授 4326 C817

数理情報科学 向谷　博明 教授 6476 C703

数理情報科学 飯間　　信 准教授 6482 C815

数理情報科学 澁谷　一博 准教授 6484 C819

数理情報科学 島　　唯史 准教授 6467 C717

数理情報科学 宮尾　淳一 准教授 6477 C720

数理情報科学 森本　康彦 准教授 6466 C701

数理情報科学 河村　尚明 助教 6489 C813

物性科学 石坂　　智 教授 6554 C113

物性科学 乾　　雅祝 教授 6555 B210

物性科学 浴野　稔一 教授 6552 B213

物性科学 荻田　典男 教授 6550 C116

物性科学 戸田　昭彦 教授 6558 B204

物性科学 畠中　憲之 教授 6547 C218

物性科学 東谷　誠二 教授 6546 C212

物性科学 市川　貴之 准教授 6549 C119

物性科学 田口　　健 准教授 6538 B212

物性科学 田中　晋平 准教授 6551 C117

物性科学 宗尻　修治 准教授 6362 C315

物性科学 梶原　行夫 助教 6555 B210

物性科学 杉本　　暁 助教 6540 B203

物性科学 長谷川　巧 助教 6545 C107

自然環境科学 奥田　敏統 教授 6513 C420

自然環境科学 小野寺真一 教授 6496 C612

自然環境科学 開發　一郎 教授 6497 C525

自然環境科学 海堀　正博 教授 6522 C515

自然環境科学 久我ゆかり 教授 6507 C421

自然環境科学 佐久川　弘 教授 6504 B506

自然環境科学 中越　信和 教授 6511 C401

自然環境科学 中坪　孝之 教授 6514 C402

自然環境科学 和崎　　淳 教授 2048 C411

自然環境科学 ヴィレヌーヴ　真澄美 准教授 6535 C221

自然環境科学 小澤　　久 准教授 6499 C523

自然環境科学 佐藤　高晴 准教授 6520 C503

自然環境科学 竹田　一彦 准教授 6506 B507

自然環境科学 土谷　彰男 准教授 6498 C425

自然環境科学 並木　敦子 准教授 6461 C506

自然環境科学 山田　俊弘 准教授 6508 C416

自然環境科学 横山　　正 准教授 6523 C505

自然環境科学 戸田　　求 講師 6510 A306

自然環境科学 勝山　千恵 助教 6516 C424

自然環境科学 中川　直樹 助教 6515 C424

自然環境科学 児子　修司 助教 6524 C504

自然環境科学 平山　恭之 助教 6519 C517

自然探究

supervisor
テキストボックス



別紙５

授業科目群 氏　　名 職名 内線番号 部屋番号

地域研究 荒見　泰史 教授 6347 A406

地域研究 岡本　　勝 教授 6382 A624

地域研究 佐竹　　昭 教授 6389 A513

地域研究 田中　　暁 教授 6449 A321

地域研究 長田　浩彰 教授 6376 A618

地域研究 丸田　孝志 教授 6373 A615

地域研究 三木　直大 教授 6356 A524

地域研究 水羽　信男 教授 6365 A609

地域研究 薩摩　真介 准教授 6380 A622

地域研究 シュラルプ　ハンス　ミヒャエル 准教授 6454 A326

地域研究 田原　光広 准教授 6381 A623

地域研究 崔　　真碩 准教授 6464 A520

地域研究 柳瀬　善治 准教授 6390 A514

越境文化 青木　利夫 教授 6354 A518

越境文化 市橋　　勝 教授 6404 A815

越境文化 要田　圭治 教授 6437 A425

越境文化 小池　聖一 教授 6401 A812

越境文化 辻　　　学 教授 6406 A817

越境文化 布川　　弘 教授 6391 A515

越境文化 平手　友彦 教授 6457 A521

越境文化 レヴィ　アルヴァレス　クロード 教授 6379 A621

越境文化 大池真知子 准教授 6350 A409

越境文化 城戸　光世 准教授 6423 A411

越境文化 武田　紀子 准教授 6336 A719

越境文化 的場いづみ 准教授 6349 A408

現代社会システム 秋葉　節夫 教授 6418 A712

現代社会システム 市川　　浩 教授 6397 A805

現代社会システム 片柳　真理 教授 6953 国際研706

現代社会システム 材木　和雄 教授 6417 A711

現代社会システム 中坂恵美子 教授 6405 A816

現代社会システム 西村　雄郎 教授 6419 A713

現代社会システム 横藤田　誠 教授 6411 A824

現代社会システム 吉村慎太郎 教授 6368 A612

現代社会システム 李　　東碩 准教授 6407 A818

現代社会システム 佐々木　宏 准教授 6416 A710

現代社会システム 三村　太郎 准教授 6338 C522

現代社会システム 山﨑　修嗣 准教授 6396 A804

社会フィールド研究 淺野　敏久 教授 6364 A512

社会フィールド研究 佐野眞理子 教授 6385 A627

社会フィールド研究 髙谷　紀夫 教授 6369 A613

社会フィールド研究 フンク　カロリン・Ｅ．Ｈ 教授 6363 A726

社会フィールド研究 長坂　　格 准教授 6370 A611

社会フィールド研究 西　　佳代 准教授 6384 A626

社会フィールド研究 匹田　　篤 准教授 6412 A825

社会フィールド研究 福田　　恵 准教授 6342 A725

社会フィールド研究 松嶋　　健 准教授 6436 A424

氏　　名 職名 内線番号 部屋番号

河本　尚枝 准教授 6388 A501

社会探究

留学生担当

supervisor
テキストボックス




